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20
種
類
に
も
お
よ

ぶ
訓
練
で
は
、
地
区

や
各
種
団
体
と
と
も

に
、
町
消
防
団
が
連

携
し
た
対
応
を
確
認

し
、
本
番
さ
な
が
ら

の
実
践
的
な
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

水
防
工
法
訓
練
で
は
、
砂
子
田

川
が
は
ん
濫
し
た
と
い
う
想
定

で
、
消
防
団
員
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
ご
と
に
、
手
際
よ
く
土
の
う

を
積
み
上
げ
、
住
宅
な
ど
へ
の
浸

水
を
阻
止
。
倒
壊
家
屋
救
出
訓
練

で
は
、
地
震
に
よ
り
倒
壊
し
た
家

屋
の
中
か
ら
、被
災
者
を
救
出
し
、

安
全
な
場
所
へ
搬
送
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
住
民
の
み
な
さ
ん

の
避
難
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
復

旧
作
業
の
中
心
と
な
り
、
第
一
線

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
の
が
町

消
防
団
で
す
。
も
ち
ろ
ん
自
衛
隊

や
消
防
機
関
な
ど
、
災
害
対
応
の

プ
ロ
の
力
は
言
う
ま
で
も
な
く
必

要
で
す
が
、
災
害
規
模
・
被
災
範

囲
が
大
き
い
ほ
ど
、
自
衛
隊
や
消

防
機
関
の
到
着
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
被
害
を
最
小
限
に
く

い
止
め
る
た
め
に
は
、
町
内
在
住

の
若
者
で
組
織
さ
れ
る
地
域
に
根

ざ
し
た
町
消
防
団
の
迅
速
な
行
動

が
不
可
欠
で
す
。

　

現
在
、
町
消
防
団
に
は
３
１
９

名
の
団
員
が
い
ま
す
。
日
ご
ろ
は
、

火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や
台
風

災
害
時
の
対
応
、
そ
れ
に
と
も
な

う
訓
練
の
ほ
か
、
火
災
予
防
啓
発

安心安全なまちづくり
－All for One －

　

相
双
地
方
総
合
防
災
訓
練
が
10
月
３
日
、
役
場
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱
の
地
震
の
発
生
を
想
定
。
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
や
自
主
防
災
組
織
、
消
防
署
、
消
防
団
、
各
種
団
体
に
よ
る

災
害
発
生
に
対
応
す
る
一
連
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
訓
練
の
模
様
を
ふ
り
返
り
、
災
害
発
生
時
に
は
、
ど
の
よ
う

な
行
動
が
必
要
か
を
検
証
し
ま
す
。

こ
の
町
を

守
る
守
る　
と
い
う
使し

め

い命

Chapter.1
　消防団がいる安心

～共助・公助～
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活
動
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
は
、
迅
速
に

行
動
で
き
る
体
力
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
消
防
団
員
の
多
く
は
、

10
歳
代
後
半
か
ら
40
歳
代
前
半
の

男
性
で
す
が
、
最
近
で
は
若
者
の

消
防
団
へ
の
加
入
が
進
ま
ず
、
団

員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
が

現
状
で
す
。

組
織
行
動
と
共
助

　

さ
て
、
消
防
団
と
し
て
組
織
化

が
必
要
な
意
義
、
ま
た
こ
う
し
た

訓
練
を
行
う
意
義
は
、
い
っ
た
い

何
で
し
ょ
う
か
。

　

災
害
時
に
各
々
が
そ
れ
ぞ
れ
に

行
動
を
と
っ
た
場
合
、
道
路
に
は

逃
げ
惑
う
人
々
が
混
乱
し
、
着
の

身
着
の
ま
ま
の
被
災
者
が
避
難
所

に
押
し
寄
せ
ま
す
。避
難
所
で
は
、

大
変
な
混
乱
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
発
生
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、
適
切
な
指
示
・

誘
導
が
必
要
で
す
。
組
織
化
さ

れ
、
統
率
の
と
れ
た
行
動
訓
練
を

積
ん
で
い
る
消
防
団
員
の
指
示
の

も
と
、
一
人
一
人
が
迅
速
に
避
難

し
、適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
で
、

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

休
日
、
早
朝
の
訓
練
な
ど
を
経

験
し
、
消
防
団
員
一
人
一
人
が
防

災
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。
町
を

守
る
た
め
に
必
要
な
人
・
組
織
と

し
て
、『
町
消
防
団
』
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
お
り
、
責
任
と
使
命

を
も
っ
た
若
者
の
み
な
さ
ん
の
力

が
必
要
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
の
消
防
団
へ
の
加
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
消
防
団
へ
の
加
入
は
】

総
務
課
（
☎
62
２
１
１
１
）

1．  多数傷病者事故対応訓練

2．  水防工法訓練

3．  自衛隊車両から医療品などの
緊急物資の運び出し

４． 自主防災組織との連携で、負
傷者を搬送

５． 倒壊家屋救出訓練

　新地町消防団は、日ご
ろからさまざまな訓練を
積み、町の防災に全力で
取り組んでいます。地域
のみなさんには、防災意
識を持っていただくとと
もに、消防団活動に対す
るご理解とご協力をお願
いいたします。

新
地
町
消
防
団
本
部
分
団
長

加
藤　

宗
信
さ
ん

1 2

1

4

5

3
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前
項
で
は
、
迅
速

な
避
難
の
必
要
性
を

述
べ
ま
し
た
。
し
か

し
、
高
齢
者
や
足
の

不
自
由
な
方
に
と
っ

て
、
避
難
行
動
は
大

変
難
し
く
、
大
き
な

負
担
が
伴
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
が
、
地

域
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
、
隣
人
や
近

所
の
方
同
士
の
助
け
合
い
で
す
。

　

町
で
は
、
災
害
時
に
一
人
で
避

難
で
き
ず
に
い
る
災
害
難
民
を
出

さ
な
い
た
め
に
、
一
人
暮
ら
し
世

帯
や
避
難
支
援
が
必
要
な
要
援
護

者
の
把
握
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

要
援
護
者
と
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
地
域
の
支
援
者
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
き
、
要
援
護
者
が
安
全

に
避
難
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
訓

練
で
も
、
要
援

護
者
避
難
を

伴
う
緊
急
住

民
避
難
訓
練

を
実
施
し
ま

し
た
。
防
災

無
線
で
避
難

指
示
が
出
さ

れ
る
と
、
各

班
ご
と
に
集
合
し
、
逃
げ
遅
れ
が

な
い
か
を
確
認
し
な
が
ら
、
班
長

の
先
導
の
も
と
一
斉
に
避
難
を
開

始
。
ま
た
、
支
援
者
は
、
要
援
護

者
宅
へ
行
き
、
車
い
す
で
の
避
難

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
歩
行
補
助

を
し
な
が
ら
避
難
を
し
ま
し
た
。

　

支
援
者
の
一
人
で
あ
る
加
藤
直

さ
ん
（
中
島
）
は
、
要
援
護
者
の

方
に
「
内
服
し
て
い
る
薬
は
持
ち

ま
し
た
か
」
と
確
認
し
、
同
じ
く

支
援
者
の
田
中
信
康
さ
ん（
中
島
）

と
と
も
に
要
援
護
者
の
避
難
を
サ

ポ
ー
ト
。
改
善
セ
ン
タ
ー
に
設
置

さ
れ
た
避
難
所
に
む
け
、
安
全
か

つ
迅
速
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
状
況
に
よ
り
、
避
難
所

で
の
生
活
が
長
期
化
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
服
用

し
て
い
る
薬
な
ど
は
、
忘
れ
ず

に
持
っ
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
や
保
存
食
な

ど
の
避
難
セ
ッ
ト
の
準
備
も
お
願

い
し
ま
す
。

1. 防災ヘリによる高所救出訓練
2. 傷病者の手当
3. 給食用の炊飯をする自衛隊のみなさん
4. 破裂した水道管の修繕
5. 道路をふさぐ倒木の撤去
6. 広域消防による高所救出訓練

る　地域のきずな　絆絆
Chapter.2
地域のサポート
　　～自助・共助～

　訓練では、足腰が悪い
家内のために近所の方が
駆けつけてくれ、スムー
ズに待避することができ
ました。「向こう三軒両隣」
という言葉があるように、
近所の方の存在はとても
大きく、感謝しています。
特に、私が住んでいる中
島地区は昔から団結が強
く、とても心強いです。

参
加
者Interview

横
尾　

富
男
さ
ん

第１分団長　鈴木正志さん

　火災が発生しやすい季節とな
りました。火の取り扱いには十
分気を付けてください。
　消防団では、町から火災をな
くすために、これからも注意を
呼びかけていきます。

1

2

5

64

3
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避
難
所
で
は
、
避
難
し
た
方
の

確
認
と
体
調
チ
ェ
ッ
ク
の
ほ
か
、

女
性
消
防
隊
、
相
馬
地
方
広
域
水

道
企
業
団
に
よ
る
応
急
給
食
・
給

水
な
ど
、
当
面
の
避
難
生
活
に
必

要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
。
応

急
救
護
所
で
は
、
医
師
会
と
日
本

赤
十
字
の
み
な
さ
ん
が
傷
病
者
の

手
当
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
業
組
合
の
み
な
さ

ん
は
、
道
路
を
ふ
さ
い
だ
倒
木
の

撤
去
、
管
工
事
業
協
同
組
合
の
み

な
さ
ん
は
、
破
裂
し
た
水
道
管
の

応
急
復
旧
作
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
的
な
ケ
ー
ス
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
な
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ

　

町
で
は
、
平
成
20
年
度
に
は
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
今
年
９
月
に

は
地
震
防
災
マ
ッ
プ
を
全
戸
に
配
布

し
、
避
難
場
所
や
避
難
方
法
、
災
害

時
危
険
箇
所
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

た
り
、
防
災
訓
練
の
実
施
や
消
防
団

の
組
織
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を

積
極
的
に
行
い
、
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
あ

た
っ
て
は
、
訓
練
資
機
材
や
災
害

時
用
資
機
材
の
購
入

な
ど
の
支
援
制
度
を

作
り
、
住
民
の
み
な

さ
ん
一
人
一
人
が
主

体
的
に
取
り
組
む
防

災
環
境
づ
く
り
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
災
害
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
に

は
、
行
政
の
力
（
公
助
）
だ
け
で

は
不
十
分
で
す
。
地
域
の
み
な
さ

ん
が
助
け
合
い
（
共
助
）、
一
人

一
人
が
災
害
へ
の
対
応
方
法
を
身

に
つ
け
て
お
く
こ
と
（
自
助
）
が

最
大
の
防
災
と
な
り
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
と
命
を

守
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

1. 緊急住民避難掌握訓練
2.  女性消防隊による応急給
食の配布

3.  自主防災組織による発災
対応型訓練

今、求められる　 絆

第３分団長　岡崎仁一さん 第２分団長　小野茂夫さん

　今回の訓練には、多くの町民
のみなさんが参加され、とても
有意義なものとなりました。
　今後は、さらに防災意識を高
め、３１９人の消防団員が一丸
となって町を守っていきます。

　全国各地で地震や風水害が発
生している中、町消防団も常備
消防と連携をとりながら、地域
住民の安心安全の確保に貢献し
ていけるよう努力してまいりま
す。

2

3

3

1
1

1
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歳
入
額
増
加
の
主
な
要
因
は
、

地
方
交
付
税
の
増
加
や
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
、
学
校
情
報
通

信
技
術
環
境
整
備
事
業
な
ど
の
国

庫
支
出
金
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

町
税
の
決
算
額
は
、
21
億
４
，

８
９
５
万
４
千
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
５
．
６
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
徴
収
率
に
つ
い
て
は
、
現
年

課
税
分
が
99
．
４
％
、
滞
納
繰
越

分
に
つ
い
て
は
18
％
で
し
た
。

　

歳
出
額
増
加
の
主
な
要
因
は
、

戸
籍
シ
ス
テ
ム
構
築
、
緊
急
雇
用

創
出
基
金
事
業
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
費
、農
村
総
合
整
備
事
業
、

小
川
定
住
促
進
住
宅
購
入
及
び
修

繕
費
、
新
地
駅
前
整
備
換
地
設
計

業
務
、学
校
教
育
パ
ソ
コ
ン
購
入
、

福
田
小
学
校
大
規
模
改
修
実
施
設

計
委
託
費
な
ど
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

目
的
別
に
見
る
と
、
子
育
て
関

係
や
老
人
福
祉
な
ど
を
含
む
民
生

費
の
割
合
が
最
も
大
き
く
、
次
い

で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
定

額
給
付
金
支
給
事
業
な
ど
を
含
む

歳　

入

歳　

出

平
成
21
年
度

決
算
報
告

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
が
、

９
月
の
定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
44
億
３
，

５
１
７
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
５
．
８
％
の
増
、
歳
出

が
40
億
５
，
５
６
２
万
８
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
３
．

４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳入総額
44億 3,517万円

自主財源
65.4％

依存財源
34.6％

その他
720,919 千円
（16.2%）

国庫支出金
347,324 千円
（7.8%）

県支出金
239,066 千円
（5.4%）

町債
229,200 千円
（5.2%）

その他
517,795 千円
（11.7%）

繰入金
231,912 千円
（5.2%）

町税
2,148,954 千円
（48.5%）

歳出総額
40億5,562万8千円

総務費
783,337 千円
（19.3%）

民生費
826,674 千円
（20.4%）

衛生費
329,484 千円
（8.1%）労働費

4,226千円（0.1%）農林水産費
429,309 千円
（10.6%）

商工費
64,326 千円
（1.6%）

土木費
510,481 千円
（12.6%）

消防費
156,036 千円
（3.9%）

教育費
435,782 千円
（10.7%）

公債費
439,276 千円
（10.8%）

災害復旧費
2,102千円（0.1%）

議会費
74,595 千円（1.8%）

人件費
992,681 千円
（24.5%）

義務的経費義務的経費
41%41%

投資的経費投資的経費
10.9%10.9%

その他の経費その他の経費
48.1%48.1%

義務的経費
41%

投資的経費
10.9%

その他の経費
48.1%

公債費
439,276 千円
（10.8%）

扶助費
231,504 千円
（5.7%）

普通建設事業
441,756 千円（10.9%）

災害復旧費
2,102千円（0.1%）

物件費
560,303 千円
（13.8%）

補助費等
597,026 千円
（14.7%）

繰越金
541,045 千円
（13.3%）

その他
249,935 千円（6.2%）

▲目的別歳出構成比

▲性質別歳出構成比

地方譲与税 94,059 千円
利子割交付金 2,816 千円
配当割交付金 630千円
株式等譲渡所得割交付金 306千円
地方消費税交付金 71,503 千円
自動車所得税交付金 12,657 千円
地方特例交付金 14,111 千円
地方交付税 523,432 千円
交通安全対策特別交付金 1,405 千円

分担金及び負担金 68,326 千円
使用料及び手数料 36,117 千円
財産収入 42,750 千円
寄付金 3,534 千円
繰越金 270,258 千円
諸収入 96,810 千円

積立金 135,381 千円
貸付金 71,279 千円
投資及び出資金 18,199 千円
維持補修費 25,076 千円

町税の内訳
固定資産税  1,732,945 千円 （80.6％）
町民税  354,625 千円 （16.5％）
町たばこ税  42,381 千円 （2.0％）
軽自動車税  19,003 千円 （0.9％）
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各
種
特
別
会
計
の
決
算
状
況

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
へ
の

後
期
高
齢
者
支
援
金
及
び
前
期
高

齢
者
納
付
金
等
負
担
金
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
年
間
平
均
被
保
険
者

数
が
２
，
６
０
０
人
、
年
間
平
均

世
帯
数
が
１
，
２
７
８
世
帯
で
し

た
。
老
人
を
除
い
た
保
険
給
付
費

の
状
況
は
、
年
間
平
均
被
保
険
者

数
が
２
，
６
０
０
人
で
、
一
人

当
た
り
保
険
給
付
費
は
２
１
１
，

２
７
５
円
で
し
た
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
は
平
成
20

年
３
月
に
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し

総
務
費
、
道
路
維
持
補
修
な
ど
の

土
木
費
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

と
比
べ
、
商
工
費
、
労
働
費
な
ど

が
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

性
質
別
で
は
、
人
件
費
が
24
．

５
％
、
普
通
建
設
事
業
費
が
10
．

９
％
、
公
債
費
が
10
．
８
％
、
補
助

費
等
が
14
．
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

た
が
、
平
成
22
年
度
ま
で
は
医
療

給
付
等
の
精
算
の
た
め
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
、
平
成
20
年
度
か
ら
県
内
全
市

町
村
で
構
成
さ
れ
る
広
域
連
合
が

運
営
し
て
お
り
、
保
険
料
額
も
広

域
連
合
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

町
の
収
納
状
況
は
、
被
保
険
者

数
１
，
３
４
０
人
、
収
納
率
99
．

85
％
で
し
た
。

　

介
護
保
険
の
加
入
状
況
は
、
被

保
険
者
数
が
２
，
２
６
４
人
で
、

１
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
は

１
，
５
５
２
世
帯
で
し
た
。
要
介

護
認
定
者
一
人
当
た
り
の
保
険
給

付
費
は
１
３
６
万
５
千
円
で
し

た
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

は
、
新
地
駅
前
の
整
備
実
施
に
向

け
て
創
設
し
ま
し
た
。
平
成
21
年

度
は
人
件
費
の
支
出
の
み
で
、
事

業
費
は
平
成
22
年
度
へ
の
繰
越
事

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

町
民
一
人
当
た
り
で
み
る
と

　

平
成
21
年
度
の
決
算
を
、
町
民
一
人
当
た
り
で
み
る
と
、
使

わ
れ
た
お
金
は
48
万
円
、
負
担
し
た
税
は
25
万
４
千
円
で
し
た
。

　

使
わ
れ
た
お
金
を
、目
的
別
に
多
い
方
か
ら
み
る
と
、民
生
費
、

総
務
費
、
土
木
費
、
公
債
費
の
順
で
す
。

■町民一人に使われたお金 （単位：円、％）
項　　　目 総務費 民生費 農林水産費 土木費 教育費 公債費 衛生費 その他 歳出総額

一人当たりの支出 92,714 97,843 50,182 60,419 51,578 51,992 38,997 35,658 480,013
構　成　比 19.3 20.4 10.6 12.6 10.7 10.8 8.1 7.5 100.0

■町民一人が負担した税 （単位：円、％）
項　　　目 固定資産税 町民税 町たばこ税 軽自動車税 税収総額

一人当たりの負担 205,107 41,972 5,016 2,249 254,344
構　成　比 80.6 16.5 2.0 0.9 100.0

※平成 21 年度人口 8,449 人で算出
■町の財産 
＜公有財産＞ ⑥教育振興基金 288 千円

⑦公共用施設維持基金 122,795 千円
⑧地域福祉基金 194,381 千円
⑨地域活性化基金 112,381 千円
⑩公共施設等整備基金 448,210 千円
⑪ふるさと水と土保全基金 10,182 千円
⑫スポーツ振興基金 22,904 千円
⑬国民健康保険給付費支払準備基金 161,918 千円
⑭介護給付費準備基金 36,557 千円
⑮介護保険臨時特例基金 1,594 千円
⑯定住促進住宅基金 140 千円

①土地 3,566,433㎡
　建物 49,746㎡
②有価証券 15,265千円
③出資による権利 20,001千円
＜基金＞
①土地開発基金 67,696千円
②財政調整基金 2,164,328千円
③減債基金 53,333千円
④人づくり基金 7,103千円
⑤地域振興基金 45,097千円 　　基　金　合　計 3,448,907 千円
■特別会計決算
区　分 歳　入 歳　出

国民健康保険 １０億２，７０９万０千円 ９億６，６２０万６千円
老人保健 ８２８万１千円 ８１１万９千円
後期高齢者医療保険 １億４，２４２万８千円 １億３，９８７万０千円
介護保険 ６億１，１７４万１千円 ５億９，９１６万４千円
公共下水道事業 ３億３，９０５万１千円 ３億３，４２０万４千円
農業集落排水事業 ５，０００万５千円 ４，７３３万８千円
土地区画整理事業 ５，１３０万５千円 ８３７万４千円

【歳出の主なもの】
総務費
選挙に要する経費、定額給付金、協働
のまちづくり推進事業など。
民生費
保育所運営費、出生時祝金、緊急通報
システム事業など。
農林水産費
ふるさと産業まつり、戦略的産地づくり総
合支援事業、米の生産調整推進事業など。
土木費
道路改良舗装、公共下水道事業特別会
計繰出金など。
教育費
町奨学資金貸付事業、図書館維持管理
費、芸術鑑賞事業など。
衛生費
住民検診、生活ごみ収集運搬、公立相
馬病院負担金など。
消防費
広域消防負担金、消防施設整備費など。
商工費
のりあいタクシーしんちゃんGO、遊海
しんち、海水浴場開設など。
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こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
算
定
し

た
新
地
町
の
平
成
21
年
度
健
全
化

判
断
比
率
（
表
１
）
及
び
公
営
企

業
の
資
金
不
足
比
率
（
表
２
）
は

左
表
に
示
す
と
お
り
で
す
。

　
「
実
質
赤
字
比
率
」
と
「
連
結

実
質
赤
字
比
率
」
は
、
す
べ
て
の

会
計
に
お
い
て
赤
字
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

年
間
収
入
の
う
ち
、
借
金
返
済

の
割
合
を
示
す
「
実
質
公
債
費
比

　

平
成
19
年
６
月
に
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
健
全
化
に
関
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
、
全
国
す
べ
て
の

市
町
村
は
、
平
成
19
年
度
決
算
か

ら
「
財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
比

率
」
と
し
て
、

●
実
質
赤
字
比
率

●
連
結
実
質
赤
字
比
率

●
実
質
公
債
費
比
率

●
将
来
負
担
比
率

の
４
つ
の
指
標
（
以
下
「
健
全
化

判
断
比
率
」
と
い
い
ま
す
。）
と
、

●
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率

を
計
算
し
て
、
議
会
に
報
告
し
、

公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
町
の
健
全
化
判
断
比
率
を

算
定
し
た
結
果
、
財
政
状
況
は
健

全
段
階
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

率
」
は
13
．
９
％
、
将
来
の
財
政

を
圧
迫
す
る
可
能
性
を
示
す
「
将

来
負
担
比
率
」
は
78
．
５
％
で
、

い
ず
れ
も
国
の
早
期
健
全
化
基
準

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
を
対
象
と
す
る
「
資

金
不
足
比
率
」
に
つ
い
て
も
、
す

べ
て
の
企
業
会
計
に
お
い
て
資
金

不
足
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

新
地
町
は
赤
字
？　

黒
字
？

答　

黒
字
で
す
。
平
成
21
年
度
の

黒
字
額
は
一
般
会
計
が
２
億
６
，

５
０
０
万
２
千
円
。
特
別
会
計
が

８
，
３
８
７
万
８
千
円
で
す
。

問　

貯
金
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
？

答　

平
成
21
年
度
決
算
時
の
基
金

残
高
は
、
34
億
４
，
８
９
０
万
７

千
円
で
す
。

問　

借
金
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
？

答　

平
成
21
年
度
決
算
時
の
地
方

債
残
高
は
、
一
般
会
計
が
46
億
１
，

２
３
７
万
７
千
円
。
特
別
会
計
が

29
億
５
，
７
５
３
万
円
で
す
。

　

今
後
と
も
、
自
立
の
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
す
当
町
と
し
て
は
、
行

政
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
予
算

の
効
率
的
な
執
行
に
取
り
組
み
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

す
べ
て
の
会
計
で

赤
字
な
し

町
財
政
健
全
化
判
断
比

率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
状
況
一
問
一
答

実質赤字比率
一般会計等を対象とした赤字の程度を示します。
連結実質赤字比率
すべての会計を対象とした赤字の程度を示します。
実質公債費比率
年間収入のうち、どのくらいを借金の返済に充てている
かを示します（過去３年平均）。
将来負担比率
地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払
っていく負担等の現時点の残高で将来の財政を圧迫する
可能性を示します。
資金不足比率
公営企業の特別会計ごとに資金の不足額が、事業規模に
対してどの程度あるかを示した比率です。
早期健全化基準
　健全化判断比率のうちひとつでも早期健全化基準以上
になった場合は、財政健全化計画を定めなければなりま
せん。
　財政健全化計画は、議会の議決を経て定め、速やかに
公表するとともに、県知事への報告が必要になります。

■新地町の健全化判断比率（表１）
（単位：％）

項　　目 新地町 早期健全
化基準　

税制再生
基準　　

実質赤字比率 － 15.0 20.0
連結実質赤字比率 － 20.0 40.0
実質公債費比率 13.9 25.0 35.0
将来負担比率 78.5 350.0
※新地町では赤字額がないため「－」と表示しています。

■新地町の公営企業の資金不足比率（表２）
（単位：％）

項　　目 新地町 経営健全化基準
公共下水道事業特別会計 － 20.0
農業集落排水事業特別会計 － 20.0
土地区画整理事業特別会計 － 20.0
※ 新地町では資金不足額がないため「－」と表示
　しています。

新
地
町
の
財
政
状
況
は
「健
全
段
階
」
で
す



（9）Ｈ 22．11．5．

人件費の状況（普通会計決算）

区分
歳出額 人件費 人件費率（％）
Ａ Ｂ うち職員給Ｃ （B/A） （C/A）

21年度 4,055,628　
千円

992,681　
千円

630,557　
千円

24.5　
％

15.5　
％

　

町
職
員
の
給
与
は
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
給
与
、
民
間
企

業
の
給
与
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
職
員
の
意
欲
の
向
上

や
公
務
能
率
の
向
上
を
考
え
、
町
議
会
の
審
議
を
経
て
、
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
、
町
職
員
の
給
与
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
の
福
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
受
け
て
、町
で
は
平
均
０
．

１
４
％
引
き
下
げ
た
給
料
表
の
改
正
を
行
い
、
期
末
手
当
に
つ
い
て

は
、
支
給
率
を
０
．
２
月
、
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
支
給
率
を
０
．

１
８
月
、
計
０
．
３
８
月
引
き
下
げ
ま
し
た
。

職員の平均給料月額及び平均年齢（給与実態調査より）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

現　在 327,800　
円

42.6 　 
歳

318,300　
円

47.4　 
歳

期末手当
勤勉手当

 （期末手当) （勤勉手当) （計）
６月期 1.25 月分  0.70 月分 1.95 月分
12月期 1.40 月分  0.70 月分 2.10 月分
　計 2.65 月分 1.40 月分 4.05 月分
(職制上の段階、職務の級等による加算措置あり)

退職手当

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続 20年 21.00 月分 27.30 月分
勤続 25年 33.75 月分 42.12 月分
勤続 35年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置

扶養手当

配偶者 13,000円
配偶者以外１人につき 6,500円
配偶者なしの場合その内の1人 11,000円
16歳～22歳の子１人につき 5,000円を加算

住居手当
借　　家

100円～27,000円

通勤手当
交通機関利用者 交通用具使用者
運賃相当額 2,500円～49,300円

部　　門 職員数（人） 対前年
増減数21年 22年

一般行政部門

議　　会 ２ ２
総務企画 ２５ ２４ ▲１
税　　務 ８ ７ ▲１
民　　生 ３６ ３５ ▲１
衛　　生 ７ ６ ▲１
農林水産 ９ １０ 　１
商　　工 １ １
土　　木 １１ １２ 　１
小　計 ９９ ９７ ▲２

特別行政部門 教　　育 １８ １７ ▲１
小　計 １８ １７

公営企業等
会計部門

下 水 道 ２ ２
そ の 他 ５ ５
小　計 ７ ７

合　　　計 １２４ １２１ ▲３

職員手当　　　　（平成22年４月１日現在）

職員数の状況　　　（各年４月１日現在）

※平成22年３月 31日まで、一般職４人、技能労
務職２人の退職者がありました。また、平成22年
４月１日付で３人の新規採用を行いました。

特別職の給料等の状況 （平成22年4月１日現在）

区　分 給料（報酬）月額
町　長 735,000円
副町長 609,000円
教育長 578,000円

区　分 給料（報酬）月額
議　長 300,000円
副議長 254,000円
議　員 237,000円

期末手当
６月期　　1.45月分
12月期　　1.60月分
計　　　3.05月分

※平成17年４月から、町長、副町長、教育長の給料（報酬）月額は、10％減額しています。

新
地
町
職
員
の
給
与
の
現
状

町
職
員
の
給
与
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
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町
で
は
、
子
育
て
に
伴
う
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
、
子
ど
も
の
健

全
な
成
長
を
図
る
と
と
も
に
少
子

化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
保
育
所

に
同
時
入
所
し
て
い
る
２
人
目
以

降
の
保
育
料
を
無
料
化
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
同
じ
世
帯
で
２

人
以
上
入
所
し
て
い
る
場
合
に
、

２
人
目
は
半
額
、
３
人
目
以
降
の

保
育
料
が
無
料
で
し
た
が
、
さ
ら

な
る
「
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
ま

ち
」
を
目
指
し
、
平
成
23
年
度
入

所
か
ら
２
人
以
上
入
所
し
て
い
る

場
合
に
、
２
人
目
以
降
の
保
育
料

を
無
料
と
し
ま
す
。

23
年
度
入
所
児
を
募
集

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
新
た
に
入

所
す
る
方
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
次
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
希
望
の
方
は
、
各
保
育
所
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
、
各
保
育
所
、
役
場
町
民
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

保
育
所
同
時
入
所

２
人
目
以
降　

保
育
料
無
料
化

【入所申込受付日】
保育所 受付日時 対　　　象

新地保育所
☎62２２７７

11月17日㈬
10時～16時

満３ヵ月（平成 23 年４月１日までに満
３ヵ月を迎える乳児を含む）から就学前

駒ヶ嶺保育所
☎62３００９

11月18日㈭
10時～16時

満１歳（平成 23 年４月１日までに満１
歳を迎える乳児を含む）から就学前

福田保育所
☎62３５９５

11月19日㈮
10時～16時

満１歳（平成 23 年４月１日までに満１
歳を迎える乳児を含む）から就学前

持参するもの　 あらかじめ記入した申込書、生育歴、健康保険証（家族全員）、
　　　　　　　母子手帳
入所の要件（留意事項）
保育に欠ける（保育する方がいない）乳幼児であること。
◉問い合わせ　町民課（☎62２１１６）

各保育所にＡＥＤ設置相双地域雇用創造推進事業
トマト料理メニュー開発発展講座

参加者募集 　町では、万一の場合の救命処置に備え、これ
までに公共施設９か所にＡＥＤ（自動体外式除
細動器）を設置してきました。今年度においては、
福島県安全こども基金特別対策事業補助金を活
用し、各保育所にＡＥＤを設置しました。保育
所付近で誰かがＡＥＤの必要な状況に陥ったと
きには、使用して救命に役立てます。
　また、年度内にＡＥＤの使用方法を含めた救命
講習会を各保育所で行う予定です。いざというと
きに慌てず、正しい方法で対処できるように講習
を受けて備えましょ
う。受講を希望され
る方は、各保育所で
講習会開催日をご確
認のうえ、お申し込
みをお願いします。

　町と相双地域雇用創造推進協議会では、特産品
のひとつで、町内はもとより県内外に多く出荷し
ている『トマト』を使った料理を開発し、地域ブ
ランドとして育成・発展させるための講習会を開
催します。
　参加を希望される方は、11月 15 日までお申
し込みください。

内容　新地産のトマトを活用した料理開発
開催日　11月～ 12月中で３回を予定
参加費　無料

◉申し込み・問い合わせ
企画振興課（☎62２１１２）
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一
般
部
門

推
進
会
議
会
長
賞
（
優
秀
賞
）

支
え
合
う
夫
婦
の
絆
太
く
す
る

今
野　

純
子
さ
ん
（
新
地
）

お
互
い
の
得
意
分
野
で
支
え
合
い

髙
木　

友
子
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
）

佳
作

家
事
を
す
る
父
の
背
中
は
か
が
み
だ
ね

鈴
木　

正
彦
さ
ん
（
新
地
高
３
年
）

ほ
の
ぼ
の
と
家
族
だ
ん
ら
ん
晩
ご
飯

菅
野　

克
己
さ
ん
（
新
地
高
３
年
）

家
事
育
児
家
族
み
ん
な
で
か
か
わ
ろ
う

門
馬　

巧
さ
ん
（
相
馬
市
）

気
に
な
る
な
パ
パ
の
手
料
理
濃
い
お
味

佐
々
木　

浩
美
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
）

ジ
ュ
ニ
ア
部
門

推
進
会
議
会
長
賞
（
優
秀
賞
）

父
と
母
二
人
い
っ
し
ょ
に
皿
あ
ら
い

林　

百
合
香
さ
ん
（
福
田
小
４
年
）

わ
ら
い
ご
え
に
い
つ
も
集
ま
る
台
所

渡
部
厳
水
く
ん
（
駒
ヶ
嶺
小
４
年
）

お
手
伝
い
し
た
ら
心
も
ぴ
か
ぴ
か
だ

長
山　

素
直
く
ん
（
尚
英
中
１
年
）

佳
作

カ
ミ
ナ
リ
だ
せ
ん
た
く
物
を
入
れ
な
く
ち
ゃ

八
巻　

佳
孝
く
ん
（
福
田
小
４
年
）

初
め
て
の
料
理
が
で
き
た
目
玉
焼
き

小
賀
坂
美
樹
さ
ん
（
福
田
小
５
年
）

お
は
よ
う
と
め
ざ
ま
し
が
わ
り
の
パ
パ
の
声

窪
田　

愛
弓
さ
ん
（
福
田
小
５
年
）

肉
じ
ゃ
が
は
パ
パ
の
得
意
な
料
理
だ
よ

荒　

若
菜
さ
ん
（
福
田
小
５
年
）

ま
た
今
日
も
父
が
お
皿
を
洗
っ
て
る

横
山　

史
佳
さ
ん
（
福
田
小
６
年
）

ま
か
せ
て
ね
そ
う
じ
せ
ん
た
く
私
や
る

鈴
木
さ
く
ら
さ
ん
（
新
地
小
６
年
）

掃
除
す
る
心
も
き
れ
い
に
な
っ
た
か
な

阿
部　

有
沙
さ
ん
（
尚
英
中
１
年
）

母
よ
り
も
お
い
し
い
カ
レ
ー
つ
く
る
父

菅
野
す
み
れ
さ
ん
（
尚
英
中
１
年
）

川
柳
を
家
族
み
ん
な
で
考
え
る

荒　

万
佑
加
さ
ん
（
尚
英
中
１
年
）

草
む
し
り
家
族
み
ん
な
で
蚊
の
え
じ
き

菅
野
友
梨
絵
さ
ん
（
尚
英
中
２
年
）

父
さ
ん
の
家
事
す
る
姿
か
っ
こ
い
い

鈴
木　

彩
伽
さ
ん
（
尚
英
中
３
年
）

母
の
手
を
か
り
ず
に
作
る
夕
ご
は
ん

佐
藤　

晴
樹
く
ん
（
尚
英
中
３
年
）

パ
パ
と
マ
マ
い
つ
も
仲
良
し
う
れ
し
い
ね

小
林　

茜
璃
さ
ん
（
尚
英
中
３
年
）

表
彰
式
は
、
平
成
23
年
１
月
29
日
㈯
に
行
い
ま
す
。

第
二
回　

新
地
町
男
女
共
同
参
画

「
ほ
の
ぼ
の
５
・
７
・
５
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

一
般
部
門
２
９
３
句
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
４
４
２
句
の
応

募
作
品
の
中
か
ら
、
町
長
賞
に
三
浦
さ
ん
、
荒
く
ん
の
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

町
長
賞
（
最
優
秀
賞
）
一
般
部
門

男
女
の
差
な
く
せ
ば
き
っ
と
い
い
未
来

三
浦　

悠
生
さ
ん
（
新
地
高
２
年
）

町
長
賞
（
最
優
秀
賞
）
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

パ
パ
掃
除
マ
マ
は
洗
濯
日
曜
日

荒　

瑛
介
く
ん
（
福
田
小
５
年
）
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木
村　

紘
貴

（
仙
台
大
原
専
門
学
校
）

駒
木
根　

孝
幸

駒
木
根　

孝
幸

（
相
馬
広
域
消
防
）

（
相
馬
広
域
消
防
）

長
塚　

正
佳

（
尚
英
中
２
年
）

泉
田　

裕
介

（
相
馬
高
３
年
）

荒　

竜
司

荒　

竜
司

（
相
馬
東
高
３
年
）

（
相
馬
東
高
３
年
）

遠
藤　

憲
秋

遠
藤　

憲
秋（自

衛
隊
）

（
自
衛
隊
）

渡
辺　

一
正

（
相
馬
共
同
火
力
発
電
㈱
）

泉
田　

啓
之
介

泉
田　

啓
之
介

（
尚
英
中
２
年
）

（
尚
英
中
２
年
）

櫻井ひかり櫻井ひかり
（尚英中３年）（尚英中３年）

三浦友梨乃三浦友梨乃
（尚英中１年）（尚英中１年）

新地町の精鋭集結！
　第 22回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が 11月 21日、白
河市から福島市までの16区間 96.2㎞のコースで行われます。
　新地町選手団は、中学生から社会人の選手が団結し、平日の夜間
や休日に練習を積んできました。
　新地町のタスキをつなぐ、選手のみなさんの力走にご声援をお願
いします。
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第22回

11月 21日㈰
７時40分　白河総合運動公園スタート

ふくしま駅伝大会

八
巻　

由
佳

八
巻　

由
佳

（
尚
英
中
３
年
）

（
尚
英
中
３
年
）

長
谷
川
菜
緒

長
谷
川
菜
緒

（
尚
英
中
１
年
）

（
尚
英
中
１
年
）

菅
野　

幸
二

菅
野　

幸
二

（
尚
英
中
２
年
）

（
尚
英
中
２
年
）

高
口　

雄
太
郎

高
口　

雄
太
郎

（
東
北
学
院
大
学
３
年
）

（
東
北
学
院
大
学
３
年
）

荒　

和
久

荒　

和
久

（
相
馬
広
域
消
防
）

（
相
馬
広
域
消
防
）

目
黒　

洋
平

目
黒　

洋
平

（
新
地
町
役
場
）

（
新
地
町
役
場
）

三
浦　

和
希

三
浦　

和
希

（
尚
英
中
３
年
）

（
尚
英
中
３
年
）

坂上真優坂上真優
（尚英中１年）（尚英中１年）

新妻拓己新妻拓己
（尚英中３年）（尚英中３年）

角田将樹角田将樹
（尚英中１年）（尚英中１年）

監督監督
日下憲生日下憲生
（相馬広域消防）（相馬広域消防）

森　

貴
也

森　

貴
也（尚

英
中
２
年
）

（
尚
英
中
２
年
）

がんばれ !!
　新地町選手団！

ゼッケンNo.42
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まちまちののわだいわだい

　児童館活動の「たんぽぽひろ
ば」では 10 月 20 日、新地城
趾でいもほりを行いました。
　新地城趾会のみなさんが育て
たサツマイモを収穫し、やきい
もにして食べました。
　「たんぽぽひろば」は、保育所
入所前の親子を対象に、親子の
ふれあいや仲間づくりのために
なるさまざまな活動を行ってい
ます。お気軽にご参加ください。

たんぽぽひろばイベント案内
開催日 内　容 場　所

11月 10日 絵本で遊ぼう 保健センター
11月 24日 自主活動 児童館
12月 1日 パネル・エプロンシアター 児童館
12月 15日 クリスマス会 児童館

　町では、各種大会に出場する選手のみなさん
に激励金を交付し、大会での健闘を祈りました。
内閣総理大臣杯争奪
第40回日本車椅子バスケットボール選手権東北大会
　黒沢　英誠さん
第23回全国スポーツ・レクリエーション祭
（女子ソフトボール）
　斎藤　祐子さん・野地　幸子さん

　新地ライオンズクラブでは、毎月、町内で奉
仕作業を行っています。 
　９月には「観海堂」、10月には「白幡のイチ
ョウ」周辺の草刈りをしました。
　町内の観光・文化の名所が、町民のみなさん
により守られています。

　福田地区青少年健全育成町民会議主催の地蔵
森登山・いも煮会が10月 16日、地蔵森周辺で
開かれました。
　毎年恒例となったこの行事には、今年も地区
の子どもたちや住民のみなさんが大勢参加。
　地蔵森では大声コンテスト、下山後には、地
域の方から提供された食材を使ったいも煮や輪
投げ、ビンゴ大会などを行い、参加者は食欲と
スポーツの秋を満喫していました。

新地城趾で秋の味覚を収穫 スポーツで活躍するみなさんを激励

観光・文化の名所を守る

秋空のもと　地蔵森登山・いも煮会

NEWShinchi
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こんにちは
新
地
保保 育育 所

　　保育所から

●保育展
 ６日・７日
●内科検診
 10 日 新地保育所
 11日 福田保育所
 17日 駒ヶ嶺保育所
 18日 新地保育所
●育児サロン
 18 日 福田保育所
 19日 駒ヶ嶺保育所
 22日 新地保育所
●入所申込
 17 日 新地保育所
 18日 駒ヶ嶺保育所
 19日 福田保育所

11月の行事予定

♡
176
♡

　
「
セ
ン
セ
ー
、
わ
た
し
ね
ー
今
度

お
姫
様
に
な
る
の
。」「
ボ
ク
は
ね
、

お
殿
様
に
な
る
ん
だ
。」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
す
。
あ
と
で
お
家
の

方
が
、「
七
五
三
を
す
る
ん
で
す
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

保
育
所
で
は
、「
こ
ん
な
に
大

き
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
近

く
の
神
社
に
お
宮
参
り
に
行
っ
た

り
、
誕
生
会
に
赤
飯
を
炊
い
て
お

祝
い
を
し
た
り
し
ま
す
。そ
し
て
、

子
ど
も
達
に
も
わ
か
り
や
す
く
紙

芝
居
な
ど
で
七
五
三
の
由
来
を
教

え
た
り
し
て
い
ま
す
。

男
児
５
歳
・
・
袴
着
（
は
か
ま
ぎ
）

　

初
め
て
袴
を
着
け
る

女
児
７
歳
・
・
帯
解
（
お
び
と
き
）

　

着
物
の
つ
け
紐
を
と
り
、
帯
を

使
い
始
め
る

な
ど
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
健

康
を
願
う
の
は
、
今
も
昔
も
か
わ

ら
な
い
も
の
で
す
ね
。

　

子
ど
も
の
成
長
の
儀
式
と
し
て

始
ま
っ
た
七
五
三
の
お
祝
い
は
、

３
歳
、
５
歳
、
７
歳
の
時
に
髪
型

や
服
装
を
替
え
る
儀
式
を
し
た
の

が
始
ま
り
で
し
た
。

３
歳
・
・
髪
置
（
か
み
お
き
）

　
赤
ん
坊
で
な
い
と
い
う
意
味
か
ら
、

剃
っ
て
い
た
髪
を
伸
ば
し
始
め
る

七 
五 
三

　

大
き
く
な
っ
た
ね
！　

を
祝
う
日

虫歯０の子どもたち
10月18日に行われた３歳児健診。
虫歯０の子どもは18人中10人でした。

七
五
三
の
意
味

子どものつぶやき
坊主頭になってきた坊主頭になってきた
友達を見て友達を見て
「あ～っ、「あ～っ、
　てるてる坊主に　てるてる坊主に
なっゃった！」なっゃった！」
　　　　　４才児　　　　　４才児

菅原茉奈ちゃん
（新地町）

横尾萌々美ちゃん
（木　崎）

菅野哲平くん
（新地町）

本田結愛ちゃん
（上真弓）

加藤悠來くん
（富　倉）

目黒妃与利ちゃん
（新地町）

中野克章くん
（藤　崎）

寺島帆乃香ちゃん
（大戸浜）

泉沢　駿くん
（新地町）

目黒未徠ちゃん
（杉　目）

母と子の健康
（11月５日～12月５日）

健康診査等 対　象　者 日　時

母子手帳
交　　付

妊娠とわかったら、
なるべく早く母子
健康手帳の交付を
受けましょう

11/19 ㈮
12/ 3 ㈮
9時～ 10時

３か月児
健　　診

平成22年６月22日～
８月 22日生

11/19㈮
12時20分～12時30分

離 乳 食
相 　 談 平成22年３月～６月生 11/16㈫

９時45分～10時
１歳６か
月児健診 平成21年2月～４月生 11/15㈪

13時～13時15分

◎場所は保健センター
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町民課622115、2116／税務課622119／健康福祉課622931、2932、2096／農林水産課622194／農業委員会事務局622195／会計室622128
総務課622111／企画振興課622112／都市計画課622113／建設課622114／議会事務局622190／教育総務課624477／生涯学習課（公民館内）622085

役場直通
電話表

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
、
給
与
支
払
事
業
者
が
納
税
義

務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者
（
従
業

員
）
に
代
わ
っ
て
、
毎
月
の
給
与

か
ら
個
人
住
民
税
を
引
き
落
と
し

（
徴
収
）、
市
町
村
に
納
入
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
に
よ
り
、
給
与
支
払

事
業
者
は
す
べ
て
特
別
徴
収
義
務

者
と
し
て
個
人
住
民
税
を
特
別
徴

収
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
は
、

所
得
税
の
よ
う
に
税
額
の
計
算
や

年
末
調
整
を
す
る
手
間
は
か
か
ら

ず
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
金
融

機
関
へ
納
税
に
出
向
く
手
間
が
省

け
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

普
通
徴
収
が
４
回
に
分
け
て
納
め

る
の
に
対
し
て
、
12
回
に
分
け
て

納
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
１
回

あ
た
り
の
税
額
が
少
な
く
な
り
負

担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
事

業
者
は
、
特
別
徴
収
へ
の
切
替
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

税
務
課
（
☎
62
２
１
１
９
）

　

家
屋
を
滅
失
（
取
り
壊
し
等
）

さ
れ
た
場
合
に
は
、「
家
屋
滅
失

届
」
の
届
出
を
税
務
課
固
定
資
産

係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
出
の
受
理
後
、
現
地
を
確
認

し
て
家
屋
が
滅
失
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
ら
、
翌
年
か
ら

そ
の
家
屋
に
つ
い
て
固
定
資
産
税

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
を
基
準
に
固
定
資
産
税
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
物
件

に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
取
り
壊

し
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
お
早
め

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

は
、
法
務
局
で
建
物
滅
失
登
記
を

行
っ
た
場
合
、
こ
の
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
問
い
合
わ
せ

税
務
課
（
☎
62
２
１
１
９
）

nformationi
暮らしの情報

11
月
は
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
推
進
強
化
月
間

家
屋
を
滅
失
し
た
と
き
は

農地利用状況調査
農地違反転用防止対策強化月間

税の無料相談

　町農業委員会では、11月から 12月に農地の利用状況を把握
するための調査と、「農地違反転用防止対策強化月間」として、
農地の違反転用調査を実施します。
　農地は食料を供給する貴重な資源です。有効に活用し、農地法
の許可を受けずに農地以外へ転用することがないようお願いしま
す。
◉問い合わせ　新地町農業委員会（☎62２１９５）

　毎年11月11日から17日まで
の一週間は「税を考える週間」です。
　東北税理士会相馬支部では、税
理士による「税の無料相談」を行
います。お気軽にご相談ください。
日時　11月13日㈯　10時～16時
場所　イオンスーパーセンター南相馬
◉問い合わせ　相馬支部（☎366951）

自転車盗被害急増 車上狙い
連続発生中

けん銃１１０番
報奨制度報奨金支払開始

自転車には

ツーロック ×２
～自転車のちょい乗りは

ドロボウです！～

毎月26日は
ツーロックの日

■決められた場所への駐輪
■確実なツーロック

自転車盗と自転車事故をなくそう！
―　福島県警察　―

　町内や相馬市内で、車上狙い被
害が連続発生中です。
　会社の駐車場やスポーツクラブ
の駐車場での被害や、釣りやウィ
ンドサーフィンをしている方の車
の被害がありました。
・ 車を駐めるときには、確実にド
アロックをする。
・バッグや貴重品は車内に置かない。
など自主防犯を心がけてください。
不審な人や車を見かけたら、
１１０番または相馬警察署
（☎36３１９１）にご連絡ください。

実名・匿名を問わず、あなたの
情報により銃器等が押収され、
かつ被疑者が検挙された場合
に、状況に応じて報奨金が支払
われます。
「けん銃を見た」「けん銃を持っ
ている人を知っている」「イン
ターネットでけん銃が売買され
ている」
みなさんの貴重な情報が、銃器
犯罪から平穏な生活、尊い命を
守ります。
◉けん銃に関する情報は
☎０１２０－１０－３７７４
（フリーダイヤル）
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新地町戦没者追悼式
　戦後65年の節目にあたり、先の大戦でお亡
くなりになられた戦没者の追悼式を行います。
日時　11月 24日㈬　午前９時30分～
会場　農村環境改善センター
◉問い合わせ　町民課（☎62２１１６）

　

町
文
化
協
会
で
は
、
次
の
と
お

り
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
会
員
お
よ
び
町
内
保

育
所
・
小
学
校
児
童
、
中
学
校
・

新
地
高
校
生
徒
の
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
展
示
や
、
芸
能
発
表
、
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

　
　
　

９
時
〜
16
時

　
　
　
（
14
日
は
15
時
ま
で
）

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

11
月
13
日
㈯　

作
品
展
示
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
（
華
道
）

11
月
14
日
㈰　

作
品
展
示
、文
化
・

芸
能
発
表

主
催　

町
文
化
協
会

後
援　

新
地
町
公
民
館

◉
問
い
合
わ
せ

町
文
化
協
会
庶
務　

八
巻

（
☎
62
３
２
９
９
）

新 
地 

町 

文 

化 

祭　

開 

催

　

今
年
８
月
、
日
本
百
名
山
の
全

峰
踏
破
を
達
成
し
た
明
地
地
区
の

杉
平
慶
宏
さ
ん
の
写
真
展
が
町
文

化
祭
を
含
む
、
次
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

百
名
山
の
輝
く
表
情
や
可
憐
に

咲
く
高
山
植
物
な
ど
を
写
し
た
写

真
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
文
化
祭
出
展
写
真
展

日
時

11
月
13
日
㈯
９
時
〜
16
時

11
月
14
日
㈰
９
時
〜
15
時

場
所　

改
善
セ
ン
タ
ー

出
展
数　

15
枚

「
山
燦
燦
」
写
真
展

日
時　

11
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰

　

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
、
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

「
紙
飛
行
機
で
大
空
へ
の
挑
戦
」

日
時　

11
月
28
日
㈰

午
前
の
部　

10
時
30
分
〜
12
時

午
後
の
部　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

内
容　

画
用
紙
を
使
い
紙
飛
行
機

を
作
り
ま
す
。

講
師　

桜
の
聖
母
短
期
大
学

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
デ
ュ
ア
ー
氏

参
加
対
象
者　

小
学
生
以
下

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

定
員　

午
前
・
午
後
各
30
名

募
集
方
法　

11
月
13
日
㈯
９
時
30

分
〜
電
話
受
付

※
１
回
の
お
電
話
に
つ
き
２
名
ま

で
の
申
込
と
な
り
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と

な
り
ま
す
。

日
本
百
名
山
登
頂
記
念

「
山
燦
燦
」
写
真
展

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

イ
ベ
ン
ト
情
報

　
　
　

10
時
〜
16
時

場
所　

町
図
書
館

出
展
数　

70
枚

※
「
山
燦
燦
」
写
真
展
開
催
中
、

１
０
０
名
様
に
２
Ｌ
サ
イ
ズ
山
岳

写
真
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

共
催　

町
文
化
協
会

後
援　

新
地
町
教
育
委
員
会

囲
内
で
、
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

相
馬
共
同
火
力
発
電
株
式
会
社

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド（☎

62
４
７
２
２
）

「
親
子
で
パ
テ
ィ
シ
エ
♪

ク
リ
ス
マ
ス
」

日
時　

12
月
５
日
㈰

午
前
の
部　

10
時
〜
12
時

午
後
の
部　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

内
容　

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
を
使
い
、
プ
チ
ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
・

ノ
エ
ル
と
フ
ラ
イ
パ
ン
で
作
れ
る

ス
ナ
ッ
ク
を
作
り
ま
す
。

講
師　

東
北
電
力
株
式
会
社
相
双

営
業
所
ホ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

参
加
対
象
者　

親
子
で
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す

※
４
歳
以
上
の
お
子
様
と
保
護
者

定
員　

午
前
・
午
後
各
18
名

参
加
費　

無
料

持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
込
方
法　

11
月
20
日
㈯
９
時
30

分
〜
電
話
受
付

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と

な
り
ま
す
。

※
１
回
の
お
電
話
に
つ
き
１
家
族

の
み
の
お
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
「
紙
飛
行
機
で
大
空
へ
の
挑
戦
」

「
親
子
で
パ
テ
ィ
シ
エ
♪
ク
リ
ス

マ
ス
」
に
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方

の
個
人
情
報
は
、
適
正
勝
つ
厳
重

に
管
理
し
、「
紙
飛
行
機
で
大
空

へ
の
挑
戦
」「
親
子
で
パ
テ
ィ
シ

エ
♪
ク
リ
ス
マ
ス
」
の
実
施
に
係

わ
る
連
絡
及
び
実
施
に
関
す
る
範

寄
付
・
寄
贈

◆
ふ
る
さ
と
寄
付
金
へ

　

本
内
正
和
さ
ん
よ
り
／
寺
島
範

明
さ
ん
よ
り
／
苑
田
祥
子
さ
ん
よ

り◆
地
域
福
祉
基
金
へ

　

高
橋
正
さ
ん
よ
り

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

齋
藤
守
男
さ
ん
よ
り

◆
新
地
ホ
ー
ム
へ

寄
付　

鈴
木
清
子
さ
ん
よ
り
／
鈴

木
博
二
さ
ん
よ
り
／
杉
目
地
区
よ

り寄
付
金　

齋
藤
守
男
さ
ん
よ
り
／

松
谷
市
子
さ
ん
よ
り
／
高
橋
正
さ

ん
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

特
養
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
29
回
60
人
／
レ
マ
ン
の
会
１

回
３
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
１
回
４

人
／
新
地
漁
協
女
性
部
１
回
２
人

／
さ
わ
や
か
健
康
会
３
回
15
人

慰
問　

仁
科
靜
夫
さ
ん
／
シ
ル
バ

ー
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
／
こ
お
り
健
太

さ
ん 善

意
あ
り
が
と
う
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●一般書 ●児童書

　今や水は戦略物資となり、世
界中の巨大企業が激しい獲得競
争を繰り広げていた。そこに斬
り込む弱小企業の男たちは、貴
重な地下水を持つ酒造メーカー
を強引に買収したが…。

　天才精子バンクで生まれた兄
弟。兄は天才数学者の道を歩む
が、弟は母親からも見放されて
しまう。「失敗作」の烙印を押
された弟は孤島の施設に入れら
れてもなお、なんとか家族の絆
を取り戻そうとするが…。

『ブルー・ゴールド』 真保　裕一

『キリン』 山田　悠介

『マンチュリアン・リポート』 浅田　次郎
『刑事のはらわた』 首藤　瓜於
『抱影』 北方　謙三
『小惑星探査機「はやぶさ」の奇跡』 的川　泰宣
『農はショーバイ！』 松木　一浩
『禅の名言１００』 綾瀬　凛太郎
『男の子を伸ばす父親は、ここが違う！』
 松永　暢史
 ほか

　　＝新着本のご案内＝
図書館へ行こう図書館へ行こう図書館へ行こう

図書館カレンダー

は休館日

町図書館
☎62 5031は館内整理日

親子ふれあい広場
日時：日時：11月７日㈰10時～11時30分11月７日㈰10時～11時30分

　　図書館ボランティア「スイミー」の皆さんに図書館ボランティア「スイミー」の皆さんに
よる、絵本の読み聞かせや工作などを行います。よる、絵本の読み聞かせや工作などを行います。
　内容は、幼児から小学校低・中学年向きです。　内容は、幼児から小学校低・中学年向きです。

●ＣＤ
『ＬＩＶＥ』 ＮＥＷＳ
『Ｌｉｇｈｔ　Ａｈｅａｄ』 ＩＣＯＮＩＱ
『Ｗｉｌｄｆｌｏｗｅｒ＆Ｃｏｖｅｒ Ｓｏｎｇｓ：
　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ　Ｂｅｓｔ ’ ＴＲＡＣＫ３’』
 Ｓｕｐｅｒｆｌｙ
 ほか

『ぼくだけのおにいちゃん』 福田　岩緒
『探し絵ツアー　世界の城にもぐりこめ！』
 ジェーン・ビングハム
『そんな軽い命なら私にください』 渡部　成俊
『世界の国１位と最下位』 眞　淳平
『ザ・ママの研究』 信田　さよ子
『学校で育てる植物のずかん③（秋・冬）』 おくやま　ひさし
 ほか

行　事　案　内

　歴史のヒーローたちは、歴
史的事件、発明、発見の瞬間
に、何を思い、何を感じたのか。
２巻「発明のヒーロー伝」は、
アインシュタイン、野口英世
など、懸命に研究を続けた発
明家たち10人を紹介。

　元気のないおじいさんにあ
る日友達からプレゼントが届
いた。何とプレゼントは１０
匹のかわいいおばけ！おばけ
達のおかげですっかり元気に
なったおじいさん。ところが
…。

『８分で読める！？歴史のヒーロー　
　感動の名場面（１～４巻）』 日本児童文芸家協会

『おじいさんと１０ぴきのおばけ』
 にしかわ おさむ／作・絵

国民読書年記念
プチ・アムルーズ［amoureuse］
福島テレビアナウンサーによる朗読ステージ

詳しくは20ページをご覧ください。

 日 月 火 水 木 金 土

 ７ 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30 1 2 3 4
 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12月

11 月

携帯電話での蔵書検索及び予約のご案内
　携帯電話から図書館資料の検索ができます。
また、ご来館され、メールアドレスとパスワ
ードを登録すると予約もできます。詳しくは
図書館までお問い合わせください。
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住民基本
台帳調べ（ ）

10月１日現在（　）は前月比
●人　口／8,433人（－ 4人）
　　男　／4,143人（－ 1人）
　　女　／4,290人（－ 3人）
●世帯数／2,657世帯（－２世帯）

　まほろん（県文化財センター白河館）では、
県内で発見された２８１点の土偶を展示してい
ます。
　そのうち19点は町内から出土した土偶です。
ぜひご覧ください。

開催期間　11月 28日まで
場所　まほろん
（福島県文化財センター白河館）
白河市白坂一里段86

人の動き

ふくしま里帰り展「ふくしまの土偶」

今月の
納 税

町県民税 第 3期分
国民健康保険税 第５期分

（平成 22 年９月 21 日～平成 22 年 10 月 20 日届出）
（子供） （親） （地区）
輝
き

　龍
りゅう

菅野　裕貴・美和 小　川

海
かい

　李
り

菅野　裕貴・美和 小　川

聖
せ ら む

来夢 窪田　　定・咲子 岡

優
ゆう

　斗
と

草野　浩光・由香 杉　目

（平成 22 年９月 21 日～平成 22 年 10 月 20 日届出）
（死亡者） （年齢） （地区）

島　　セツ 86歳 菅　谷

目黒かつ子 67歳 釣　師

寺島　清利 62歳 大戸浜

石田　リエ 95歳 小　川
※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

　
　

相
馬
看
護
専
門
学
校

　
　
　
　

創
立
10
周
年
記
念
式
典

　

相
馬
地
方
の
地
域
保
健
医
療
の
担
い
手
と

な
る
看
護
師
の
養
成
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ

た
「
相
馬
看
護
専
門
学
校
」
の
創
立
10
周
年

記
念
式
典
が
、
多
く
の
関
係
者
出
席
の
も
と

行
わ
れ
た
。

　

式
で
は
、
相
馬
郡
医
師
会
や
生
徒
の
実
習

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
病
院
や
各

施
設
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
に
続
い
て
、
卒
業

町
長
日
記

加
藤　

憲
郎

生
や
在
校
生
が
そ
れ
ぞ
れ
、
苦
楽
の
思
い
出

や
看
護
師
を
志
望
し
た
動
機
、
決
意
な
ど
、

感
動
す
る
話
し
を
語
っ
た
。
本
校
に
は
こ
れ

ま
で
３
９
９
人
が
入
校
し
た
。
国
家
試
験
に

合
格
し
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
人
、
そ

し
て
現
在
、
資
格
取
得
を
目
指
し
勉
強
や
実

習
を
積
み
重
ね
て
い
る
生
徒
達
。
新
地
町
か

ら
も
こ
れ
ま
で
14
名
が
入
校
し
て
い
る
。

　

地
域
の
人
々
が
、
安
心
し
て
質
の
良
い
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
従
事
者
の
資

質
向
上
は
不
可
欠
だ
と
思
う
。
彼
ら
が
自
分

の
役
割
を
し
っ
か
り
認
識
し
、
技
も
心
も
磨

い
て
ほ
し
い
。

　
◆
新
地
野
ぶ
ど
う
会

生
き
抜
い
て
敬
老
の
日
の
祝
膳

 

小
泉　

房
子

鈴
虫
の
声
に
誘
わ
れ
寝
入
り
け
り

 

和
田
山　

寅
夫

長
雨
の
後
の
秋
晴
れ
至
福
の
日

 

小
野　

と
め
代

虫
の
音
の
夜
更
け
て
し
づ
む
石
の
中

 

佐
藤　

芳
子

秋
だ
よ
と
風
が
し
ら
せ
を
持
つ
て
来
る

 

野
地　

せ
い
子

雨
の
月
た
だ
む
な
し
く
も
更
け
に
け
り

 
寺
島　

馬
城

ち
ち
ろ
虫
声
な
く
湧
き
て
野
に
散
れ
り

 

加
藤　

白
穂

蟲
の
音
の
辻
よ
り
児
ら
の
家
路
あ
り

 

代
光　

富
峰

【新地町川窪遺跡から出土した土偶】
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再生紙使用

国民読書年記念

事前申込が
必要です


